
























































































































































































































































































































1996 135 11200 3094 一
1997 145 15000 3413 19．7
1998 141 18000 4351 20．0
農村地域における観光振興の効果について一中国雲南省石林県を実例に一　　35
2．経済構造への影響
　観光業は観光客に提供するサービスをその商品としているため，経済発展
の水準や，社会ニーズ及び顧客の意識変化に対応していかねばならない。か
つて旅は冒険と苦労がつきものだという認識は，時代の進歩とともにいつの
間にかすっかり変わってしまった。現在，旅行は保養・遊覧などの目的をも
って観光することであり，他国・他郷を訪れて景色・風物（風俗・制度・文
化）などを見て歩くことが目的とされている。観光は休養，娯楽，レジャー
であると考える人が一般的であるため，あまり苦労する旅は喜ばれない。今
日の観光はマス・ツーリズムと言われ，集団的に移動，観光そして泊まる。
そのため交通・宿泊の便，そして景観スポットをより美しく見やすくするよ
うな観光イソフラ・施設の整備が要求される。石林県は石林の自然風景，民
族文化をより多くの国内外の観光客に提供し，地域振興を図るために，宿泊
業，飲食業，娯楽業を振興させ，観光設備の整備に力を入れた。現在，高級
ホテル5軒，一般ホテルや旅館数十軒の宿泊施設が建築されている。その
周囲にスーパーマーケット，レストラン，ダソスホール，カラオケ，写真屋
などが数多く出現し，サービス網が形成されている。それら観光サービス業
の繁盛は，第三次産業の生産高が国内総生産に占める割合が急速に拡大し，
経済構造の高度化を促す一因となっている。1978年には，国内総生産に占
める第三次産業の比率は16．9％しかなかったが，1998年には32，9に上昇し，
ほぼ倍増した。第三次産業のうち，観光業は29．9％を占めている（1997
年）。
　また，就業人口の構造からもこうした経済構造の高度化傾向が伺える。同
県の就業人口は1978年に7．25万人，総人口の41．6％を占めていた。そのう
ち，第一次産業に就業者数が6．6万人もおり，総就業者数の91．3％を占めて
いた。それに対して第二次産業は2，175人で3％，第三次産業は4，130人で
5．7％しかなかった。1995年になると，就業人口は14．06万人とほぼ倍増し，
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県総人口の66．6％を占めるようになった。その第一次，第二次，第三次産業
に占める割合の内訳はそれぞれ74．8：11．0：14．2である19。第三次産業の就
業者数は約2万人に達し，78年の4．8倍にもなっている。
3．農業への影響
　80年代以降，観光業の拡大に伴い，農業従事者の観光業，関連サービス
業への転職傾向が顕著に見られる。今回の調査によると，現在観光業に直接
携わっている3，000人がほとんど農民であった。そのほか，運輸，商業，飲
食業などの観光関連産業に従事する元農民はさらに多い。農業従事者の流出
が農業生産に悪影響をもたらしたのかどうかは，同県の食糧生産量や農業生
産高の動きからその答えを見出したい。先ず，同県の食糧生産量は1978年
の59，985トンから1998年の106，544トンへと，20年の間に1．7倍の増産を遂
げ，年間平均増加率は2．91％であった。次に，農業生産高は1978年の3，417
万元から1998年の5億3，476万元に上昇し，同期間14，7倍増加し，年平均成
長率に換算すると，14．7％の高い成長率になる。この数値から見て農業従事
者の観光業への転職は農業生産に悪影響を与えていないと判断できる。実際
状況を調査していくと，労働力の農業外移転が同県にとって農業労働生産性
の向上，農村人口の所得増加，さらに地域振興に必要不可欠なことであるこ
とが分かった。同県の親地面積は1978年の16，738ヘクタールから1998年の
17，600ヘクタールに，20年間に5％しか拡大しなかったのに対して，農業就
業者数は66，000人から105，000人に，59％も増加した。それゆえ，農村に大
量の潜在過剰人口が存在し，農業労働生産性の上昇を妨げている。国内総生
産に占める割合と就業者数の比率から，農業と他産業の労働生産性の格差が
はっきり見える。1998年の就業者総数の74，8％を占める農業従事者は，国
内総生産の40．7％の富しかを創造していないが，残り25．2％の他産業の労働
者は国内総生産の59．3％の富を作り出していることになる。このように農業
従事者1人当たりの労働生産性が他産業を遥かに下回ることが見て取れる。
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そのため，農業従事者の所得は低く，生活水準も低い。したがって，農業労
働生産性を高め，農民の所得を増やすために，農村の潜在過剰人口を他産業
に移転させなければならない。観光業の振興はまさにこうした農業過剰人口
に活路を与え，多様な就職の場を創出するには寄与したわけである。
4．所得・財政効果
（1）所得効果
　観光振興により，建築業，飲食・宿泊サービス業，商業流通，工芸品の製
造・販売業などにおいて雇用を創出し，現地住民により多くの所得を与え
た。前述の五櫟樹村を例にして見ると，この村全体の収入は1991年の2万
元から1997年の160万元に，80倍もの増収を遂げた20。また，年間百何十万
人もの観光客は，交通機関，宿泊施設，旅行代理店，観光施設，飲食店，土
産店などを利用することによって，巨大な消費市場を形成し，大きなビジネ
スチャンスをもたらし，現地の経済活性化に直接つながっている。石林鎮に
位置する民族風土産商店街での年間販売高は百万元以上にも上る。こうした
所得効果が農家に貧困脱却の道を開いたのみならず，過剰農村労働力が農業
から離脱し，観光地周辺地域で「小都市」の形成をも促している。石林風景
区内で観光サービス業に従事している農民は2，000人余りに上る。また，観
一光客を輸送するためタクシーの運転手になった農民が1，200人以上いる。彼
らは戸籍上農村人口であっても，事実上仕事の内容も，所得も農業との関係
がなくなったのである。このような観光地を中心とした都市化の動きは，中
国政府が現在提唱している「離農不離郷」（農業を離れても故郷を離れない）
つまり，地元にいながら農業から他の産業に移行するという都市化を進める
方針に合致している。
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（2）財政効果
　前述のように観光業は石林県の経済の重要な一翼を担ったことから，観光
業の繁栄如何により直接財政収支にも影響を及ぼす。1993年同県の財政収
入総額は3971万元であり，そのうちの23．7％，942万元が観光業からの税収
であった21。その後タバコ税は同県の財政収入の約60％を占めるようになっ
た。だが，観光業への税率が半減したため，観光業からの税収の占める割合
も減少してきた。97年には財政収入総額10，183万元のうち，観光業からの
税収は351．9万元，わずか3．5％を占めるように低減してしまった。しかし，
投資の産出効果から見ると，1991～96年にかけて，政府財政からの風景区
への投資額は4907．8万元22に対して，98年の入場券の収入だけでも4351．2万
元に達したことから（表を参照），投資の利益がかなり大きいことが言える。
5．その他の総合経済効果
　観光振興は広い波及効果がある。上述した租税効果や所得創出効果，雇用
創出効果のほかにもまた投資誘発効果，産業基盤整備効果，生活環境整備効
果が挙げられる23。まず，交通基盤の整備は観光振興において重要な基礎事
業である。鉄道は石林県では，他の地域との交通の便を図るために，新たに
開通した南昆鉄道（南昌～昆明）に石林駅が設けられた。また道路も石林と
昆明市，県城との連結道路が開通され，タクシー会社も設置され，観光バス
やタクシーなどで，昆明市からの日帰り旅行も可能になった。
　次に，投資誘発効果についてみると，観光振興による投資環境や情報伝達
状況が改善され，県外，省外からの投資が増加しているのみならず，外国投
資誘致の突破口にもなっている。90年代以降，アメリカ，シンガポールな
どの投資家による観光資源の開発やそのための整備プロジェクトが20件以
上にのぼる。
　さらに，国際観光による外貨取得効果がある。国際観光は物資の輸出貿易
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と同様，外国人旅行者を受け入れることによって外貨を獲得することができ
るので，生産的な産業といえる。石林県では，外国や香港，台湾からの観光
客が1980年の約2万人から1998年10万人に4倍も増加した。それによる外
貨取得に関する統計資料は入手できなかったが，これと言った輸出商品がな
い石林県にとって，主要な外貨収入源になっていることは間違いないであろ
う。
　最後に，観光振興による生活環境整備効果を見てみよう。観光の町として
の雰囲気，イメージを作り出すために通信設備や道路，庭園，広場の整備と
いった街づくりに力を入れてきた。特に1999年昆明市で開かれた「中国
‘99昆明世界園芸博覧会」を開催するために，同県は町中の道路，橋，庭
園，広場の修繕・改築工事を行なったほか，街路灯の設置や給水工場の新設
など，町住民の生活に直接かかわる環境整備が行なわれた。
V　人文的効果
　観光振興により，地域住民と他地域，他民族及び他国の観光客との間に交
流や触れ合いが行なわれる。それを通じて多様な情報や知識が得られ，意識
観念にも変化が生じる。石林県は少数民族地域である上に，山間地帯に位置
し，交通が非常に不便であった。それゆえ，長期にわたって閉鎖的で，自給
自足の生産・生活様式が続き，商品経済の観念が極めて薄かった。現地の人
々の言い方を借りれば，「牛を飼うのは耕すため，豚を飼うのはお正月のた
め，鶏を飼うのは塩と交換するため」であって，金もうけのための生産活動
はほとんどなかった。しかし，観光振興以降，観光客を相手に販売活動を次
第に展開していくことにつれて，その過程の中で販売法や経済的知識も身に
付け，金銭感覚も変化してきた。最初は露台で簡単な自家製料理や食品を販
売していたが，現在は店舗を構えてレストランやお土産ショップを営む人が
少なくない。昔は舞族の女性が外に出ることはよくないとされ，家で夫や子
40　明治大学教養論集　通巻338号（2000・9）
供の世話をし，家事のみに専念すべきだという伝統的観念があった。しか
し，現在はかつて身内の人のための刺繍が，代表的な売れ行き商品となり，
その販売を担っているのもそれらの女性である。また，雲南の少数民族の人
々が誠実で，品物に掛け値がないというのは全国で評判であったが，現在，
同じ品物でも販売場所，買い手，交渉力によって値段がまちまちである。時
には，騙された，損をしてしまったという気持ちにさせられることもある。
好意的に言えば彼女たちも商売上手になったというべきであろう。
　また，文化を観光商品とし，価格をつけられ，経済財として消費の対象に
されることに対して，学者たちの意見が分かれている24。石林県の状況から
見ても，伝統文化が観光商品とされることは，伝統文化の保護・保存におい
て，プラスとマイナスの両面があることがわかる。まず，プラスの面では，
衰退化しつつある伝統文化の保存や改革，再創造を促進する効果があると評
価したい。長い歴史の中でそれら少数民族はある伝統風習や文字の継承を喪
失してしまうことが少なくない。とくに新中国成立後，漢民族との交流が頻
繁になったことにより，それら少数民族の文化，意識観念，生活様式などに
変化が生じ，「漢化」（漢民族化）の傾向を呈していた。最も分かりやすい例
は服装の変化である。撒尼族の男子が黒い布を頭に巻き，自家織りの布で作
った民族衣装を身にまとい，草履や布靴を履いていたのだが，近年，帽子を
かぶり，中山服を着，スニーカを履く姿が普通となり，漢民族と殆ど区別が
つかなくなった。女子の刺繍靴も白い皮靴やスニーカに変わっている25。ま
た，言語においても，県内の壮族や苗族などは民族語を話せる人がごく稀に
なり，ほとんど漢語を使うようになっている。撒尼族の95％は漢語が話せ，
家の中では撒尼語，対外交流の時は漢語と使い分けている。観光振興を始め
た80年代から，より少数民族の特徴を強調し，より多くの文化商品を提供
するために，喪失しかけた伝統文化を発掘・復元・宣伝することに力が入れ
られた。観光地の少数民族の人々は常時カラフルな民族衣装を着るようにな
り，民族の文字が随所に目にすることができる。特に，民族特有の祝祭を観
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光のメイン・イベントとして伝統的な規模を遥かに超えるスケールで行なう
ようになった。同県では，舞族独自のたいまつ祭り（菊｝色’葡が旧暦6月
24～26日には，盛大に行なわれている。3日間昼間は相撲，竹登り，闘牛，
騎射試合などのイベソト，夜になるとかがり火をたいて夜通し歌い踊る。県
外から来る国内外の観光客は数万人にも上る。こうして観光業と伝統文化が
支えあい，住民に地域の特性や魅力を再確認させ，民族のアイデンティティ
を伝承，高揚させるうえで，大きな意味を持つと思われる。また，たいまつ
祭りは，旅行，文化，経済三位一体の活動として，総合効果が大きい。様々
な民族文化を披露することによって世界に舞族の風俗，習慣，文化が知ら
れ，異民族間の相互理解・相互尊重という親善効果が生じてくる。一方，観
光振興の成功によって，石林県の知名度が高まり，現地住民にとっての自信
や誇り，愛郷心も高まる効果が期待できよう。
　しかし，マイナス面としては，伝統文化が観光商品とされる過程の中で，
その文化の担い手である地元の人々にとって，伝統儀式のもつ本来の意味を
喪失してしまう面も指摘できる。たとえば，そのたいまつ祭りは，本来たい
まつを点して，親が子供の魂を呼び戻すことは重要な内容とされていたが，
いまはそれがほとんどなくなっている。このように，観光化に伴って，伝統
文化の形骸化，空洞化も懸念される。
v【結 び
　雲南省石林県は，中国内陸部に位置する少数民族の農村地域である。嘗て
の石林県は経済が単一的な農業経済であり，自給自足という簡単再生産26が
長期にわたって続いてきた。経済形態が簡単商品経済27であり，人々の生産
活動の目的は，利潤追求よりは家庭生活・簡単再生産を維持するためにあっ
た。物々交換が商品交換の主要手段であり，人々の金銭感覚が薄かった。生
産が遅れていることから，所得が低く，貧しい生活を強いられた貧困地域で
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あった。
　80年代から改革・開放政策の実施とともに，観光振興が展開され，その
内陸の農村地域に新たな市場経済の新風が吹き込まれた。観光振興は石林県
に次のように経済的，文化的な変化をもたらした。第一に，単一の農業経済
が分化し，経済の多様化とりわけ商業，サービス業，輸送業といった第二
次，第三次産業の振興をもたらした。第二に，人々の生産・経営活動は，自
給自足の段階を超え，利益を追求することを目的とした商品経済の段階に入
った。生産物を売ってお金に換えるといった貨幣経済が物々交換に取って代
わり，生産も市場を中心に行なわれるようになった。第三に，人々の意識や
価値観に変化が生じ，金銭に対する執着心や経済的意識の高まりが顕著であ
る。第四に，観光関連産業の雇用増加は，過剰農村労働力の吸収に積極的な
役割を果たしたが，一方，農業離れ，農村離れが進み，観光地周辺地域に都
市化傾向を呈している。第五に，貧困脱却の一翼を担って観光収入の増加
は，直接住民の所得増加と政府の税収増大に繋がり，観光開発とともに生活
環境の改善も図られた。第六に，異文化の交流，民族文化の高揚における促
進効果も大きい。
　勿論，観光振興による民族文化の空洞化の一面，そして，旅館やホテルな
どの観光施設が風景区内に乱立しているため景観の雰囲気を損ね，魅力を低
下させている問題点も指摘し，注意を呼びかけたいのである。また，観光振
興に伴う共通の問題点として指摘された28観光客の増加によるゴミや汚水処
理などの環境問題，金銭志向の高まりから生じる地域社会における連帯感の
希薄などの問題については，今回の調査内容に入っていなかったため，次回
の研究課題にしたいのである。
1　多方一成・田渕幸親・成沢広幸『グリーソ・ッーリズムの潮流』東海大学出版会
　2000年4月5日　73－74頁。
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